
送付⽤紙は、この⽤紙を含めて 2 枚です。 

 

 

 

 

各報道機関⽂教・地域社会担当者 殿 

大学生が、『食の大切さ』を小学生に伝える 

～地域を学んでのこさずたべよう事業～- 
 

謹啓 初霜の侯、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素より本学教育の活動にご⽀援とご協⼒を賜り、厚く御礼申し上げます。 
本学では、地域を学んでのこさず⾷べよう事業（岡⼭県）を受託し、⾚磐市⽴城南

⼩学校 3 年⽣を対象として実施することになりましたので、プレスリリースさせてい
ただきます。 

本事業は、「若い世代の⾷品ロス削減意識の醸成のため、⼤学⽣が、⾷品がつくられ
るまでの労⼒や⾷品が⽣まれてくる地域の⼟壌・気候・⾵⼟等をフィールドワークで
研究し、若者の視点や発想を⽣かした⼩学⽣向けの教材を作成の上、⼩学校での出前
講座等を⾏う」ものです。 

2021 年 1 ⽉末予定の出前授業の事前取り組みとして、本学⼤学⽣・⼤学院⽣ 11 名
が⾚磐市⽴城南⼩学校 3 年⽣とともに、⾚磐市特産のごぼうの収穫を体験し、農産物
がつくられる労⼒を実際に体験します。つきましては、ぜひ取材して頂ければ幸いで
す。 

当⽇のタイムスケジュールを添付させていただきますので、ご興味がございました
ら、下記までご連絡いただければ幸いです。 

謹⽩ 

 

 
 
 

【本件照会先】 
ノートルダム清⼼⼥⼦⼤学 広報室 

電話  ： 086-252-3107 
メール： koho@post.ndsu.ac.jp 
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大学生が、『食の大切さ』を小学生に伝える 

～地域を学んでのこさずたべよう事業～- 

 

キックオフイベント 

女子大学生が小学生と一緒にごぼう掘り体験 

 

 

日 時   20２０年 11 月 26 日（木） 9 時 30 分～11 時 30 分 

※雨天時は、後日に延期となります。 

場 所   赤磐市是里 4292 

※赤磐市立城南小学校 北西約６ｋｍ（車で約１０分） 

参加者   食品栄養学科 学生１１名（大学院生含む） 

 

スケジュール 

9：20 赤磐市是里のごぼう畑 到着 

9：30 ごぼうの収穫体験 

11：30 終了 

 

担当教員   食品栄養学科 准教授 吉金  優 

 

 

参  考   岡山県 地域を学んでのこさずたべよう事業 

（環境文化部 循環型社会推進課）

https://www.pref.okayama.jp/page/559535.html 


